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■地域企業を取り巻く外部環境■
　少子高齢化による人口減少は、日本の地域で
特に深刻です。山口県では、人口が2010年から
2015年までに約５万人減少し、年平均で約１万
人減少しています。2015年以降も2025年までほ
ぼ同じスピードで減少することが見込まれます。
加えて、若者の東京圏、福岡、広島など県外へ
の転出が顕著であり、2017年の統計では15歳か
ら29歳までの転出超過は3,677人となり、特に
女性はその約６割を占めます。この少子高齢化、
社会減の波は県内の消費力、生産力に影響しま
す。
　国内市場、地域市場が縮小する一方で、アジ
ア諸国の市場は拡大しています。国際通貨基金
（IMF）の統計によると、例えばアセアン５ヵ
国（インドネシア、タイ、マレーシア、フィリ
ピン、ベトナム）の2017年の実質GDP成長率
は平均5.3％となっています。このうち、昨年
12月30日に発効したTPP11に含まれるベトナ
ムの実質GDP成長率は、2017年に6.8％となり、
経済が急速に成長していることが分かります。
同年の日本の実質GDP成長率は1.7％に留まり
ます。１ 

■海外展開に取組む中堅・中小企業の強みと弱み■
　ジェトロは、事業を通じて支援中の海外展開
に取組む中堅・中小企業に対してアンケートを

行い、316社から回答を得て結果を取りまとめ
ています。海外展開を目指す中堅・中小企業が
何を自社の強み、あるいは弱みと捉えているか
を見てみます。
　自社の強みをどう認識しているかという問い
に対しては、約７割が国内での実績（品質、納
期、価格、メンテナンス、営業力など）、６割
強が差別化された高い技術力、製品力、サービ
ス力と回答しています。日本市場で鍛えた製
品・サービスは海外においても強みを発揮でき
ると考えていることが分かります。
　自社の弱みの認識については、６割強が海外
ビジネス経験・指導者不足、４割強が海外での
知名度の低さ、４割弱が海外情報の不足、海外
人材の不足・欠如をあげています。また、現地
での価格競争力の不足や資金不足が2割程度あ
ります。
　この結果から、海外人材、価格競争力のある
製品、予算といった「ヒト・モノ・カネ」が不
足しながらも、果敢に海外展開にチャレンジし
ていることが分かります。

■海外展開でカギとなる要素■
　海外にチャレンジする企業が資金面の問題を
クリアしたとして、それ以外の重要な社内の経
営資源について確認します。
　図１にカギとなる要素をまとめていますが、
人材（社内の人的資源）が最も重要な要素です。
次に、人材に係る経験・知識、つまり社内のナ
レッジ、そして製品・サービス、つまり自社製

　ジェトロ山口は、2019年1月21日に「地域企業の海外展開とグローカル人材」と題する講演を行いまし
た。少子高齢化に伴う人口減少、国内地域市場の縮小、若年層の都市部への流出など、日本の地域企業は深刻
な課題を抱えています。その一方で、アジアの新興国など海外でビジネスチャンスが広がっています。今回
は、同講演のうち、中堅・中小企業の海外展開のポイント、成功要因、海外展開を進める企業の事例などにつ
いて、一部補足しつつ要旨をご紹介します。

地域企業の海外展開とグローカル人材

――――――――――――――
１ IMF World Economic Outlook (October 
2018)
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品の競争力と続きます。この３つが社内資源の
コアとなる要素、「人、モノ、情報」です。そ
して海外での販促・PR等のマーケティングに
係る要素として、知名度に分類されます。知名
度はブランド力に関係しています。
　これらが全て備わっていれば、海外市場に自
社の製品・サービスが刺さりやすくなり、海外
展開は比較的容易になります。ただし、最初か
ら全てがそろっている企業はほぼいません。そ
れぞれの要素を徐々に鍛えながら、また外部リ
ソースをうまく活用しながら海外展開に取組ん
でいるのが実態です。

■海外展開を進める中小企業の事例■
　日本と同様に高齢化が進むアセアン諸国にお
いて、ベンチャー企業の株式会社ジースポート
がヘルスケア分野での市場開拓に取組んでいま
す。同社はジェトロで制作している国際ビジネ
ス 情 報 番 組、「 世 界 は 今 －JETRO Global 
Eye-」で紹介されています。２

　ジースポート社は、腕と足の運動を計測し、
健康状態を見える化する技術を用いた、「ゆが
みーる」という製品をマレーシアの介護施設に
展開することを目指しています。そこで、先ず
はジェトロ事業を通じて海外市場の調査を進め
ます。アセアンの中でも特に高齢化の進む、シ
ンガポール及びマレーシアにおいて高齢者に予
防医療を推進することを目的とした調査を行い
ました。
　計画実行段階では、マレーシアで介護施設の
経営を行うテオ医師を現地パートナーとして選
定して協業し、マレーシアで質の高い介護施設
でサービスを提供することを目指します。マ
レーシアには製品を活用できる専門家が少ない

ため、専門家がいなくても利用できるよう製品
の改善を進めています。リハビリ運動を通じた
最適なトレーニング方法をアドバイスできるよ
う、サービス運用するための実証データを蓄積
中です。
　トレーニングによる運動能力の向上の関係性
など実証データを積み重ね、収集データの分析
結果をもとに製品の改良を行い、マレーシアで
の現地診療所等への導入を図るためビジネスモ
デルを構築します。また、日本で時間をかけて
作り込んだ技術・サービスを、マレーシアから
更に他のアジア諸国で展開することも計画して
います。
　この事例では、日本市場で鍛えた製品であっ
ても、製品導入のためには現地市場の環境や
ニーズに合わせ、適切なカスタマイズが必要で
あることがよく分かります。

■海外展開の成功要因■
　ジェトロで支援中の中堅・中小企業の海外展
開事例を見ると、成功要因は大きく分けて３点
あります。
　一つ目が、海外市場の情報収集・分析に基づ
いた海外展開計画立案です。計画立案には、体
制整備、製品選定、予算確保を含みます。海外
市場の情報を収集、ターゲットとする市場を決
め、投入する製品・サービスを決めるなど、
しっかり計画を立てることが大切です。
　二つ目が、計画実行段階での課題解決力です。
具体的には、海外の協力企業との連携、製品の
カスタマイズ、計画見直しなどです。計画実行
段階では、計画通りにいかないことが多々あり、
その場合は軌道修正が求められます。課題が発
生した場合の現地協力企業との調整、現地ニー
ズに合わせるように製品・サービスのカスタマ
イズ、あるいは製品・サービスそのものの変更、
計画の作り直しなどが必要になる場合がありま

――――――――――――――
２「ASEANを健康で長寿に！ ～ヘルスケアで
市場を拓く～」（2018年９月20日放送）
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す。
　三つ目が、組織としてのコミットメントです。
海外事業の継続性、人的支援を含みます。海外
展開は、取組んでからすぐに成果はでません。
開始から３年ぐらいの計画で考えるなど、継続
的な取組みが必要です。また、その計画実行を
支えるための社内の人的支援、人材育成が必要
となります。

■地域企業×グローカル人材■
　グローカル人材とは、海外ビジネスで運用で
きる幅広い視野と経験、そして能力を持ち、か
つ地域経済の活性化や地域の発展に貢献できる
人材です。地域経済活性化のため、重要な役割
を担う人材として注目されています。その背景
には、少子高齢化、若年層の流出など地域経済
の活力が弱まる中、地域課題に対応する人材育
成の必要性の高まり、またE-Mail、SNSなど通
信手段の発展により、これまで以上に地域から
海外に直接つながり、交流が容易となっている
という環境変化があります。
　地域企業が海外展開に取組む主な目的は、上
述の通り、国内・地域経済の縮小に対応するた
めの新たな市場開拓でした。一方で、海外市場
に取組むには、社内体制が十分でない場合が多
く、国際業務を担当できる人材の育成も兼ねて
行う必要があります。海外のどこの市場に絞り、
どの製品を投入するかなどの市場調査、販売先
の候補選定、現地の協力者としてのパートナー
探し、製品のカスタマイズ、販売チャネル作り、
販売後のアフターサービスなどを担当できる人
材が必要です。
　各種ハードルがある中でも、５年先、10年先
を見据え、今から社内で海外に挑戦するという
気風を作る取組みを行いたいという経営者の方
は多いと思います。
　社内で海外人材の育成に取り組む中、少子化

の影響で地域での新卒採用が徐々に難しくなり
つつあり、特に国際経験のある人材となると更
に採用のハードルは上がっています。そこで注
目されているのが、高度外国人材としての留学
生の活用です。

■高度外国人材の活用事例■
　福岡県うきは市の筑水キャニコムは、草刈り
機や運搬機など狭い道や傾斜のある土地向けの
ニッチな農機製品を扱うメーカーです。農業の
現場ニーズに耳を傾け、多品種少量生産を追求
し、顧客ニーズに合った製品を市場に投入する
ことで業績を伸ばしてきました。
　海外展開のために2007年から留学生の採用を
始め、現在外国人社員は10名です。外国人社員
の活躍により、取引先は今や46ヵ国に拡大。海
外拠点・子会社は欧州、アジア、北米7か国に
展開しており、海外売上高比率は5割に迫って
います。
　外国人社員は、多言語でのマニュアルや海外
向けのHP作成などのほか、海外に出張し、現
地での実演会を通じたマーケティング・製品開
発・営業を担当しています。
　10年ほど前からの取組みが成果に繋がってい
ると言えます。ただし、留学生を採用すればす
ぐに海外販路開拓に成功するわけではなく、育
成して定着化してくれないと成果につながりま
せん。同社は、入社後に地元の市長との面会の
機会を設けるなど、社内だけでなく、地域コ
ミュニティへの定着化も支援しています。３

■まとめ■
　海外展開において、カギとなる社内の経営資
源は、①人材（社内の人的資源）、人に係る②
――――――――――――――
３「高度外国人材活躍企業50社」 経済産業省貿
易経済協力局
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経験・知識（社内のナレッジ）、③製品・サー
ビス（自社製品の競争力）という「人、モノ、
情報」に加え、海外での販売促進・PR等の、
マーケティングに係る④知名度（ブランド力）
です。
　海外展開の成功のポイントは、①海外市場の
情報収集・分析に基づいた海外展開計画立案、
②計画実行段階での課題解決力で、協力企業の
連携、カスタマイズ、計画見直しなど、③組織
としてのコミットメントで、継続性、人的サ
ポートです。
　最後に、海外市場に取組む際、社内体制が十

分でない場合が多く、海外人材の育成も兼ねて
行うことになるケースが多々あります。そのた
め、社内のグローカル人材の育成として、日本
人社員の海外研修あるいは海外事業を実際に担
当して経験を積むことなどに加え、海外留学生
の採用あるいはインターンの受入れなどを通し
て、社内で国際的な環境をつくることも行い、
社内全体で取組むことが求められます。すぐに
はうまくいかないケースも多くありますが、５
年先、10年先を見据えると今から積極的に取り
組んでおくことが必要と考えます。

（まとめ：ジェトロ山口　藤原雅樹）

図１：海外展開でカギとなる要素

知名度（ブ
ランド力）

人材（社内
の人的資
源）

経験・知識
（社内ナ
レッジ）

製品・サー
ビス（自社
製品の競争
力）



International News ● KAIKYO MESSE SHIMONOSEKI

6 海■外■通■信

釜山派遣レポート釜山派遣レポート
下関市総合政策部国際課
（ 山広域市派遣職員）

白　野　　　哲

～ 山でハイキングしてみませんか？～

　気候も暖かくなり、街中や地下鉄の中でトレッキングやハイキングに出かける人たちをよく見かけ

るようになりました。韓国ではトレッキングやハイキングの人気が高く、専用の遊歩道が数多く整備

されています。その代表例としては、 山から北朝鮮国境近くにある統一展望台までの総延長770キ

ロにおよぶ韓国の海岸線を歩く「ヘパランギル」や 山市内に整備されたハイキングコース「 山カ

ルメッキル」などがあります。

　ここでは「 山カルメッキル」を紹介したいと思います。「カルメッキル」とは、 山市の鳥であ

る「カモメ」を意味する韓国語「カルメギ」と、「道」を意味する韓国語「キル」の合成語です。

山市内に現在９コースのカルメッキル（総延長263.8キロ）が造成されており、海辺の道や川辺の道、

林道、都市道が連結した様々な景色を楽しみながらハイキングができるのが特徴です。

　全９コースの中でも特に人気が高いのが、カフェやホテルが立ち並ぶ広安里海水浴場と、沿岸の絶

壁を縫う遊歩道「二妓台海岸散策路」をつなげた「２-２区間」です。２-２区間のルートおよび所要

時間は次の通りです。

〇広安里海水浴場～トンセンマル展望台（4.0km・約70分）～オウルマダン（1.2km・約30分）～五

六島（4.0km・約80分）

　２-２区間の見どころは何といってもスタート地点の広安里海水浴場です。広安里海水浴場は海雲

台ビーチと並ぶ 山２大ビーチの１つで、海水浴場の沖合いには広安里地区と対岸の海雲台地区を結

ぶ広安大橋が架かっており、昼はもちろんのこと、美しい夜景を見るために多くの人たちが集まる人

気のエリアとなっています。また、約２kmに及ぶビーチ沿いのメインストリートには、真正面に広

安里大橋やビーチを臨むことができるおしゃれなレストランやカフェ、ダイニング・バー、海の幸が

味わえる 山ならではの刺身店など様々な種類のグルメ店が軒を連ねています。散策にもデートにも

ぴったりのスポットです。

　ゴール地点の五六島は歌手チョー・ヨンピルのヒット曲『 山港へ帰れ』にも登場する島で、潮の

干満によって島が五つに見えたり六つに見えたりすることから名づけられました。その五六島を一望

する絶壁から海に突き出す展望台「五六島スカイウォーク」も人気のスポットです。透明なガラス床
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からは35m下の海が見え、スリル満点の“空中散歩”を楽しむことが出来ます。

　広安里海水浴場から五六島までの道中には、広安大橋やマリンシティのビル群が一望できる「トン

センマル展望台」や広安里から海雲台までを一望できる広場「オウルマダン」もあり、見どころの一

つになっています。

　 山にお越しになった際には、買い物、観光、食べ歩きだけではなく、一度 山カルメッキルをハ

イキングしてみてはいかがでしょうか？新たな 山を発見できるかもしれません。市内主要観光案内

所（海雲台、 山駅、南浦洞など）では「カルメッキル」スタンプラリー用の冊子も配布されていま

すので、スタンプを集めて 山観光記念にしてください！

【 山カルメッキル全コース】

【五六島へと続くカルメッキル】
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